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夢想と現実
－『独身者の夢想』と『ブライズデイル・ロマンス』－
米　山　正　文
ナサニエル・ホーソーン (Nathaniel Hawthorne)
の『ブライズデイル・ロマンス』(The Blithedale 
Romance, 1852) の 語 り 手 カ ヴ ァ ー デ イ ル
(Coverdale) は、物語の中で自分が独身であること
に何度も言及する。そもそも、第 1章の冒頭で、
ブライズデイルに出発する前の自分の住まいのこ
とを「独身者の住まい (bachelor-apartments)」と
言い、わざわざ自分が「独身者」であることを明
言している 1。第 18 章の冒頭でも、ブライズデ
イルから都市に戻ってきたときに「自分の住んで
いた独身者の住まい (my bachelor-rooms)」がすで
に他の住人に占められていたと、また「独身者の」
と断っている。(BR, 101) 物語の舞台となってい
る 10 数年前だけでなく、語っている現在の自分
についても、口ひげに白髪の混じる「年老いた独
身者 (frosty bachelor)」になりつつあると述べ、さ
らに最終章の 29 章でも、今の自分がなお独身者
であることに 2度も触れている。(BR, 9, 168-169) 
こうした独り身の強調は読者に奇異な印象を与え
る。なぜなら、そのことが物語のなかの別の出来
事に発展することはないからである（たとえば、
カヴァーデイルが他の登場人物に求婚するといっ
たような展開は全くない）。
しかし、「独身者 (bachelor)」というと、この小
説と同時代のベストセラー小説のことを考慮に入
れなければならない。それは、『ブライズデイル・
ロマンス』の 2年前に出版されたドナルド・グラ
ント・ミッチェル (Donald Grant Mitchell)（筆名ア
イク・マーヴェル (Ik Marvel)）の『独身者の夢想』
(Reveries of a Bachelor, 1850) である。この書は自
称 26 歳の独身の語り手が、結婚 (marriage) や求
愛 (courtship) に対して様々な物思いにふけるとい
う随想録風の小説で、当時人気のあった感傷小説
(sentimental novel) に通じる「お涙頂戴」的な内容
から大ベストセラーとなった。出版から 1年間で
一万四千部売れ、出版された 1850 年から 1907 年
まで約 100 回にも渡って再版されたという。（D’
Amore, 137） この本は誕生日やクリスマスでの贈
呈本、恋人同士の記念品としても人気があった。
(Mott, 129) ホーソーンが『独身者の夢想』を読ん
だという客観的な証拠は残っていないものの、『ブ
ライズデイル』執筆当時のホーソーンがお金を必
要としていたという状況を考えると、自らの著作
の売れ行きを考え、当時のベストセラー小説の
形式を取り入れたということは想像に難くない。
(Pearce, xviii; Whitford, 19-22) ウィリアム・ケイン
は「ミッチェルは結婚や家庭についてくよくよと
悩む独身者を感傷的に、また滑稽に描いている。
ミッチェルの描写が、ホーソーンがカヴァーデイ
ルを思いつくのに影響を与えたということはあり
える。ただ、カヴァーデイルとは違いがあり、そ
れは『独身者の夢想』の独身者が物語の最後で結
婚を決意することである」と指摘している。(Cain, 
436)
興味深いことに、ミッチェルの作品のような、
独身者に焦点を当てる小説は、当時は例外的なも
のではなかった。ヴィンセント・バートリーニに
よれば、南北戦争前のアメリカにおいて、独身
者 (bachelor) はしばしば、物語や演劇、雑誌記事、
詩や歌の話題にされていたという。19 世紀前半
までに独身者は国民の関心事になってきており、
それは 1830 年代から、結婚や家族を制度化する
ブルジョア・イデオロギーに対して独身者が脅威
とみなされてきたからである。家庭の形成へとつ
ながる男女間の「健全なセクシャリティ」に対し
て、マスターベーションや買春、同性愛など「不
健全なセクシャリティ」を連想させる独身者は、
社会秩序を脅かす逸脱した存在とみなされた。そ
れゆえ、独身者を扱う文学は、独身者を罵るか、
独身者を“domesticate”する（飼いならす＝家庭
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化する）ようになる。具体的には、独身者を読者
への教訓として使用し、独身者を孤独や苦痛、う
つ状態に悩み、最終的には独身をやめる（結婚す
る）ことに喜びを見出す存在として描くのである。
思い悩む独身者の描写は、当時人気のあった女性
作家による感傷小説と共通して、感傷的な、読者
の涙を誘うようなものとなった。（バートリーニ
によれば、この感傷性 (sentimentalism) は当時ブ
ルジョア・イデオロギーの文化的慣習であった）。
(Bertolini, 19-21) このようにして、物語の中の独
身者は脅威を取り除かれ、結婚し家庭を持つ美徳
を教え込むための道具となったのである。
ミッチェルの『独身者の夢想』についても、語
り手が結婚の是非について葛藤したり、想像上の
“coquette”へのエロティックな空想にふけったり
しながらも、最終的には結婚や家庭という支配的
価値観を肯定しているとバートリーニは指摘して
いる。(Bertolini, 19-20, 27-30)　同様に、ミッチェ
ルの主要作品を分析したモウラ・ダモアも、『独
身者の夢想』は語り手に女性中心の家庭の中で「威
厳や自由」を失う不安を繰り返し語らせながらも、
独身者を感傷小説の枠の中に組み入れることで、
独身男性を「優しい心を持ちながら、悩み困惑す
る人、結婚生活に傾注することを不安に思いなが
ら、いずれは伴侶を見つけたいという密かな希望
を抱いている人物」として描く当時の独身者小説
(bachelor ﬁction) の伝統に合致していると述べて
いる。(D’Amore, 139-141) このように、バートリー
ニもダモアも『独身者の夢想』を、当時のイデオ
ロギー的な独身者文学の伝統に従うものであると
解釈しているのである。
ホーソーンの『ブライズデイル・ロマンス』は『独
身者の夢想』と同じように、独身者が語り手の物
語でありながら、独身者文学の伝統という観点か
ら分析されたことはなかった。両テクストのテー
マや形式に関する比較については、すでにキャ
スリン・ウィットフォードの優れた論考がある。
ウィットフォードは、両者の出版年の近さや内容
に見られる共通点から、ホーソーンが『独身者の
夢想』に影響を受けた可能性が高いと結論づけて
いる。内容に見られる共通点とは、第一に、主人
公が都市から田舎へ移動し、また都市へ戻ること、
第二に、両方の語り手とも暖炉の火を見ながら物
思いに耽っていること（『独身者の夢想』の語り
手は将来の結婚についての空想、カヴァーデイル
は過去のブライズデイルをめぐる出来事の回想）、
第三に、両テクストとも川が登場し、川の淵での
溺死が描かれていること、第四に、語り手の人物
像が酷似していること（両者とも独身であり、そ
のことを作品の最初で述べている、年齢が 25 歳
～ 27 歳の間である、自分の独身者としての視点
を強調し、物語の最後も独身のままでいる、もの
憂げで読書好きである、働かずに暮らせるだけの
資産があるなど）、第五に、語りの手法が似てい
ること（自分の創造した物語の登場人物にもなっ
ている、カヴァーデイルは「夢想」を語っている
わけではないが、12 年前の出来事を回想してい
るため夢のような語りになっている、『独身者の
夢想』の語り手は夢から醒めて犬と共に農家に向
かい、カヴァーデイルはプリシラを愛していたと
突然告白するなど）である。精緻な分析に基づい
てウィットフォードが挙げる、こうした数々の共
通点は説得力があり、ホーソーンが『独身者の夢
想』を読んでいたことは疑いえないものである。
しかし、先述した、当時の感傷的な独身者文学の
伝統との関係性から、両者の共通点や相違点を分
析してはいない。あくまで両作品のモチーフや人
物造型、語りの形式の共通点のみを問題にしてい
る。
本稿は、当時の独身者文学という文脈で『ブラ
イズデイル・ロマンス』を考察することを目的と
する。そのゆえ、そうした伝統を代表する『独身
者の夢想』と『ブライズデイル・ロマンス』をあ
らためて比較する。『独身者の夢想』のイデオロ
ギー的な側面はすでにバートリーニやダモアが指
摘しているところである。それと同じ特質が『ブ
ライズデイル・ロマンス』に見られるのかどうか
を論じる。『ブライズデイル・ロマンス』の語り
手カヴァーデイル (Coverdale) はその名前の通り、
他の登場人物たちの観察者に徹し、自分の内面に
ついては隠す傾向がある。このカヴァーデイルの
内面を推測するうえで、自分の内面を明らかにす
る『独身者の夢想』の語り手は有益な暗示を与え
てくれる。カヴァーデイルの語らない部分を探求
し、彼の語る物語が当時の独身者文学と何を共有
しているのか、またどのように異なっているのか、
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本稿の最後で明らかにしたい。
ミッチェルの『独身者の夢想』は 4つの「夢想」
から成る。第一の夢想では、26 歳の語り手が自
分の所有する農場の一軒家にいて、夕方、暖炉の
火を見つめながら結婚の長所と短所について思い
を巡らす。３つの節「煙——疑いのしるし」「炎——
喜びのしるし」「灰—寂寞のしるし」はそれぞれ、
暖炉の火の状態に呼応した、結婚への語り手の期
待の浮き沈みを表している。すなわち、「煙」で
は妻の親戚との付き合いなど、結婚生活に伴う
様々な面倒な事柄について案じ、「炎」では対照
的に、見目麗しく愛情に満ちた妻を想像し結婚へ
の希望にあふれ、「灰」では喜びの後に来る悲しみ、
妻が病死していく場面を想像し、語り手は涙を流
して夢想を終える。
第二の夢想では、語り手は都市にいて、やはり
夕方、自室で暖炉の火を見ながら物思いに耽る。
副題が「石炭 (sea-coal)と無煙炭 (anthracite)」となっ
ており、この二種類の石炭から出る炎が、二種類
の女性にたとえられ、どちらが結婚相手に相応し
いか語り手は思いを巡らす。石炭の発する「活発
で、不安定で、鮮明で、そこかしこに揺れ動く」
炎は「浮気者」(ﬂirt) にたとえられ、無煙炭の発
する「心地よい」輝き、「穏やかで安定した明か
り」は、「家庭的な愛情」(domestic love) を与えら
れる「清らかで愛情に満ちた心の持ち主」にたと
えられる 2。 語り手は前者に結婚後失望する様子
を想像し、逆に後者との結婚で家庭を持つ喜びや
妻が死後に天国へ旅立つ様子を想像して、夢想を
終える。
第三の夢想では、葉巻好きの語り手が、葉巻嫌
いのおばタビシイ (Tabithy) に葉巻の良さを説得
しようとする。葉巻によって瞑想に耽ることがで
きるという利点を証明するために、葉巻を吸いな
がらタビシイの心を打つ 3つの話——愛、結婚、
人生についての話——を作ってみせると豪語す
る。この夢想の「三回火がつけられる葉巻」とい
う副題は、その 3つの話作りに対応している。最
初の話「石炭で [ 葉巻に ] 火をつけて」は、ある
少年が初恋の相手を巡り恋敵に勝利したと思った
瞬間、彼女の裏切りを経験するという失恋物語
である。次の話「一片の紙で [ 火をつけて ]」で
は、この少年が若者になっている。若者はネリー
という女性と恋仲になるが、ネリーの両親や親戚
に反対され二人は引き離される。何年か後、ずっ
と消息不明になっていたネリーが戻ってきたとい
う知らせを聞き、若者は会いに行くが彼女は 2人
の子供の母になっていたという話である。最後
の話「マッチ (match) で火をつけて」は、経済上
の価値判断による結婚 (match) ついての一般論と
なっている。恋愛からというよりも、「世間的に
認められた (respectable)」裕福で家柄も良い女性
を選択した場合の、夫の葛藤について語り手は空
想を巡らすが、最後は妻と息子に看取られながら
病死していく夫の満足感を描いて物語は終わって
いる。(RB, 521) 3 つの話を聞いたティバシーは涙
を流し、語り手が葉巻を吸うのを認める。
いちばん長い第四の夢想では、第一の夢想と同
じく、語り手は自分の農場にいて（ただし売却
したばかりである）、5月の朝、オークの木に寄
りかかり夢想に浸る。ここでは、語り手がポー
ル (Paul) という主人公になって自分の人生を振り
返っているが、語り手によれば「空想と記憶」が
混じったという夢想が語られる。(RB, 580) 第四
の夢想には「朝、昼、夕方」という副題が付いて
おり、「朝」の節ではポールの子供時代と青年期
が語られる。10 歳のポールと 3歳年下の従妹イ
ザベルとの幸せな生活、ポールがイザベルと離れ
て寄宿者学校へ入る様子、大学卒業後ヨーロッ
パ旅行に出かけ大西洋上の船の上でキャロライ
ン (Caroline) という若い女性と出会うこと、イン
グランドやスコットランドを旅行中にキャロライ
ンと偶然再会すること、その後ローマへ旅行し、
ある少女と親しくなるが別れることなどが語られ
る。「昼」の節では、帰国から現在までのポール
の人生が語られる。愛するイザベルと再会を果た
すためポールは故郷を訪れる。イサベルにはずっ
と手紙を書いてきたが返事がほとんどなかった。
彼女の生家へ行ったポールはイザベルが病死した
ことを知り、ショックと悲しみに打ちひしがれ
る。イザベルが自分宛てに書きながら送らなかっ
た手紙の束を開くと、彼女が病死していく父親の
看病をしていた様子、ポールがヨーロッパ旅行で
出会ったキャロラインとは友達であったという告
白、死期が近づいてきて天国でポールと再会した
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いと望む様子などが描かれていた。ポールは悲し
みを共有できるキャロラインに会いたいと切に願
うようになる。「夜」の節では、ポールの未来が
夢想される。ヨーロッパでキャロラインと最後に
会ってから 5年後、ポールは汽車の中で偶然彼女
と再会を果たす。その後キャロラインに求愛の手
紙を書くが、彼女には教父が決めた許嫁がいるこ
とが分かり失望する。しかしこの許嫁が別の女性
をひそかに愛していることが分かり、教父の許し
も出て、この男性は別の女性と、キャロラインは
ポールと結婚することができる。その後、ポール
とキャロラインはヨーロッパへ新婚旅行に行き、
最後は故郷に戻りイザベルの生家の近くに居を
構え、3人の子供に恵まれる。しかし、末の子供
ポールを水難事故で失ってしまう。1年後、夫婦
はポールの亡くなった場所を訪れ、「かの地で一
緒になるから (we will be there)」と亡き息子に呼
びかける。(RB, 583) ここで語り手は夢想から醒
める。夜が近づいており、語り手は飼い犬を連れ
て農場の一軒家へ戻っていく。
このように、大きく 4 つの夢想からなるミッ
チェルの『独身者の夢想』は、全体的に感傷性に
満ちており、すべての夢想に共通して現れるのは
死の場面である。第一の夢想の第三節「灰」で
は妻が病死していく場面を想像して語り手は涙
を流し (RB, 488-490)、第二の夢想では理想的な妻
の死に際し、「感謝と諦めと希望の涙」を流す夫
が描かれ (RB, 506)、第三の夢想の「マッチで火
をつけて」では妻と子に看取られ病死していく夫
の涙が描かれ (RB, 525)、最後の第四の夢想では
イザベルの墓の前で涙にむせぶポールの様子や
(RB, 558)、家庭を持ったポールが末の息子の死を
悼み、涙を流しながら天国での再会を夢見る様子
(RB, 583) が描かれる。このような登場人物の死
を感傷的に描く手法や、天国での再会を暗示する
宗教性は、スーザン・ウォーナー『広い広い世界』
(The Wide, Wide World, 1851) のアリスの死や、ハ
リエット・ビーチャー・ストウ『アンクル・トム
の小屋』(Uncle Tom’s Cabin, 1852) のイーヴァの
死、マリア・スザンナ・カミンズ『点灯夫』(The 
Lamplighter, 1854) のアンクル・トルーの死の場面
と呼応しており、同時代に人気を博した感傷小説
と明らかに重なっている。また、浮気者と理想的
な妻を比較した第二の夢想において、そうした妻
の心の暖かさを「宗教的で、快活で、献身的で、
柔和で、自己犠牲的で、天国を見上げる」ものと
語り手が見なしている点 (RB, 503)、女性の居る
場所は愛情が支配的な、男性とは分離した「領
域」(sphere) だと見なしている点 (RB, 504)、「家
庭的な愛」(domestic love) や「家庭」(home) を至
福の場所と見なしている点 (RB, 504-505)、最後の
第四の夢想を、目に涙を浮かべて天国を見上げて
いる母親キャロラインの姿で締めくくっている点
(RB, 583) から、同時代の家庭主義のイデオロギー
(domestic ideology) との繋がりも明白である。さ
らに、独身者の夢想でありながら、第三の夢想の
第二話「一片の紙で」で、家庭を持ったネリーと
再会し、自分も数年前に結婚しておけば良かった
と独身の寂しさに嗚咽する主人公の姿を描いてい
る点 (RB, 520)、また何よりも、すべての夢想に
おいて語り手は愛情に基づいた結婚生活を夢見て
おり、繰り返される感傷的な死の描写によって夫
婦や家族の価値を印象づけている点から、語り手
の夢想は独身を一時的なものとし、究極的には結
婚し家庭を持つことを当然の前提としていること
が分かる。こうした様々な特徴から、『独身者の
夢想』はバートリーニやダモアが指摘していた、
当時の独身者文学の伝統に則ったものと判断でき
る。
ホーソーン『ブライズデイル・ロマンス』のカ
ヴァーデイルも、『独身者の夢想』の語り手と同
じように独身である。また、暖炉の火を物思いの
動機にしていることでも共通しており、『独身者
の夢想』の語り手は第一と第二の夢想で、暖炉の
火の状態を結婚生活や女性のタイプに重ね合わ
せ、カヴァーデイルはブライズデイルに初めて到
着した日の、居間の暖炉の火を思い出すことから
回想を始めている。カヴァーデイルはさらに、「記
憶の中の燃えさしからくま手で灰を取り除き、息
を吹きかけ」火をおこすようにして回想しはじめ
たと述べ、回想の行為自体も暖炉の火おこしと
重ね合わせていることが分かる。(BR, 9) しかし、
ミッチェルの語り手とホーソーンの語り手にはい
くつかの違いがある。前者が語るのは、あくまで
空想や作り話であり、自伝的と思われる第四の夢
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想も記憶と空想が混じったもので、最後のポール
とキャロラインの結婚はあきらかに空想である。
それに対して、カヴァーデイルの物思いは、自分
が実際に経験したことの回想、つまり記憶のみか
ら成っている。さらに、前者の夢想のテーマは一
貫して求婚や結婚、家庭生活であるのに対し、後
者の回想の対象は主に、ブライズデイルという実
験的ユートピア共同農場での出来事や人間模様で
ある。すなわち、核家族とは相反する、全体で一
つの家族となる共同体が語りの対象になってい
る。カヴァーデイルはこの共同体に参加するが、
途中からは演劇を鑑賞する観客のようなポーズを
取り、ホリングスワース、ゼノビア、プリシラの
三角関係を観察していく。そして、付け足し的な
最終章「マイルス・カヴァーデイルの告白」を除
くと、物語の締めくくりともいえる第 28 章「ブ
ライズデイル牧草地」で、ゼノビアの埋葬と、そ
の数年後の（おそらく夫婦となった）ホリングス
ワース、プリシラとの再会を描き、三角関係の結
末を語った後で、その回想全体から「教訓 (moral)」
を引き出している。(BR, 166) その教訓とは、そ
れまでも何度か繰り返してきた慈善活動家ホリン
グスワース批判であり、「慈善活動」(Philanthropy)
とは社会全体にとっては有益だが、個人にとって
は、その人を「支配する情念」になると危険であ
る、なぜならその人の「心 (heart)」を破壊してし
まうからであるという、物語中で既に何度も述べ
ていることをまた繰り返すのである。(BR, 27, 40-
41, 51, 71, 92-93, 115, 154, 166) こうして、カヴァー
デイルの物語は、上の 3人を主人公とし、最後は
ゼノビアを自殺に追いやったホリングスワースを
糾弾することによって、「慈善活動の危険性」を
訴えようという目的を持っていることが分かる。
こうした社会的な諷刺性から判断すると、『ブラ
イズデイル・ロマンス』は、結婚の是非や理想的
な家庭生活とは何かを追求する『独身者の夢想』
と根本的に異なっているように見える。
しかしながら、この物語の主人公を 3人の男女
ではなく、彼らを観察し描写しているカヴァーデ
イル自身とみなすことも可能である。ホーソーン
は『ブライズデイル・ロマンス』の序文で、ホリ
ングスワース、ゼノビア、プリシラのことをそれ
ぞれ、「自己中心的な慈善事業家 (Philanthropist)」
「女性の限られた制約に傷だらけになって立ち向
かう、血気盛んな女性 (Woman)」「自らの過敏な
神経によって占い師的能力を生得している柔弱
な少女 (Maiden)」と、あらかじめ規定している
が、こうした性格造型が物語の最後まで変わるこ
とはない。(BR, 4) 彼らは、この時代の社会的タ
イプ（人物類型）を示す単なる stock character で
あり、また物語の進行とともに性格が発展したり
深まったりすることもない、平板で退屈な、いわ
ゆる ﬂat character である。たとえば、カヴァーデ
イルが最後にホリングスワースを例にして「慈善
事業の危険性」を説いているように、ホリングス
ワースは慈善事業家を体現する 1タイプでしかな
いのである。それに対して、同じ序文でホーソー
ンが「二流詩人 (Minor Poet)、実生活を始めたと
きは強い野心を抱いていたが、その野心も若いと
きの熱意とともに消え去った人物」と定義してい
るカヴァーデイルは、その名前 (Coverdale) の通
り自分のことをあまり語らないため、謎の多い人
物である。(BR, 4) そもそも、生活に何不自由な
い資産家のカヴァーデイルがなぜ共同農場のブラ
イズデイルに参加したのか、その理由が明らかに
されていない。カヴァーデイルはただ「よりよい
生活 (a better life) を求めて」とか「世の中の改善
(reformation of the world) のため」とか漠然とした
言い方しかしておらず、具体的に自分がどのよう
にこの計画に傾倒するようになったのか、そこで
何をしたいのかは一切語っていない。(BR, 10-11) 
ホリングスワースが（犯罪者更正施設を建てると
いう）同じ目的をずっと持っている自分と比べ、
カヴァーデイルは「詩人としても労働者としても
真剣ではない」と批判する場面があり、カヴァー
デイルは（おそらく図星ゆえ）憤慨し、自分は真
剣に農作業をしていると自己弁護しているが、最
終章では「ホリングスワースがかつて言ったよう
に、私には目的が欠けていた」と率直に認めてい
る。(BR, 49, 168) カヴァーデイルがそもそも当初
から、ユートピア共同体計画に真剣に賛同して参
加したことは疑わしい。それゆえ、ブライズデイ
ル参加の動機は不確かなままなのである。
この点について、カヴァーデイルが『独身者の
夢想』の語り手と同じく、もともと結婚について
夢想していたと仮定すると、興味深い解釈ができ
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る。つまり、カヴァーデイルがブライズデイルに
参加したのは、結婚相手をさがすため、あるいは
家庭を求めていたためという解釈が成り立つので
ある。この解釈に従えば、『独身者の夢想』の語
り手が求愛や結婚について夢想するだけであるの
に対し、カヴァーデイルは夢想だけでなく行動に
移し、結婚相手を見つけるため、家庭を持つため
にブライズデイルに参加したということになる。
しかし、求愛の対象になりうるゼノビアもプリシ
ラもホリングスワースを愛していると分かると、
三角関係に対して興味本位な観察者になり、最終
的に誰と誰が結婚するか見極めたいと思うように
なる。現に、カヴァーデイルはホリングスワース
がプリシラを選び、かつ、この 2人の家庭生活ま
で見極めようと数年後に再会まで果たしている。
つまり、カヴァーデイルの物語のテーマは慈善事
業の危険性だけでなく、求愛と結婚でもあるので
ある。最終章で中年になったカヴァーデイルは、
ずっと隠してきたという秘密、自分は実はプリシ
ラを愛していたという秘密を打ち明けるが、この
最後の告白も、求愛と結婚の夢想というモチーフ
に合致している。マーティン・フィッツパトリッ
クは、カヴァーデイルのこの唐突な告白は、それ
までの物語と一貫しておらず、まったく信用で
きないと批判している。(Fitzpatrich, 32) 批評家の
多くもカヴァーデイルがプリシラを愛していたと
は信用せず、むしろゼノビアやホリングスワース
を愛していたと解釈している。（Bongstrom, 378-
379）しかし、カヴァーデイルの語りを精査すると、
ゼノビアよりも（ましてホリングスワースよりも）
プリシラを愛するようになったことを読み取るこ
とは可能であり、最後の告白は、プリシラとの思
い出を何度も反芻し、おそらく『独身者の夢想』
の語り手と同じように、プリシラとの結婚を夢想
しているのだと解釈することも可能である。以下、
『ブライズデイル・ロマンス』を、カヴァーデイ
ルの結婚への夢想という観点から読み直す。
カヴァーデイルがブライズデイルに「家庭」を
求めていたことは、回想の中でこの場所が何度も
家庭のイメージと結びつけられていることから読
み取れる。先述したように、そもそもブライズデ
イルの回想は、居間 (parlor) の暖炉の火のイメー
ジから始まり、この家庭的な火のイメージはその
まま食堂の炉辺の火 (kitchen-ﬁre) のイメージに受
け継がれる。(BR, 9, 11, 15-16) 居間に現れ、集まっ
た参加者を食堂へと案内するゼノビアは、今日だ
け女主人役 (hostess) を務めていると言うが、エ
リザベス・ディルが指摘しているように、カヴァー
デイルの回想の中で彼女は家庭の主婦 (housewife)
のイメージと重ねあわされている。(BR, 13,15; 
Dill, 65-66) また、カヴァーデイルはブライズデイ
ルを「貪欲で、取っ組み合い、私益を追求する世
の中」とは分離したものと見なしており、当時の
文脈では金銭獲得競争の世界である「男の領域」
とは離れた「女の領域」（＝家庭）を想起させる。
(BR, 17) その後カヴァーデイルは、一時ブライズ
デイルを出て、都市のホテルに滞在するが、着い
て翌日に「ホームシックの状態 (home-sickness)」
になったと言い、逆に都市からブライズデイル
に戻るときは、家 (home) に向かっているような
気分となり、農場を見てそこに自分の家 (home)
があるのだとあらためて確信している。(BR, 107, 
140, 142) 
ブライズデイルで「家庭」を疑似体験するだけ
でなく、カヴァーデイル自身が自分の家庭を持ち
たいと思っていることも、いくつかの暗示から読
み取れる。ブライズデイルに犯罪者更生施設の建
設を計画しているホリングスワースに対峙し、そ
の計画に参加することを拒否する第 15 章「転機」
の前半部で、カヴァーデイルは珍しく饒舌に自分
の夢を語っている。その夢とは約一世紀後に自分
やホリングスワースがブライズデイルの創始者と
して、集会場に肖像画が飾られるような伝説の人
物になるというものだが、それに付け加えて、カ
ヴァーデイルは参加者それぞれが家庭を作ること
を望んでいるという。ブライズデイル全体が一つ
の拡大家族のようなものであるが、そこでは参加
者の 1人 1人が自分の趣味に合った場所に小屋を
持ち、「自分だけの家庭という聖域 (sanctity of an 
exclusive home)」を持つという目的があるという。
(BR, 90) カヴァーデイルはホリングスワースに
「そうした小屋が建てられていくのがとても待ち
遠しい (I do long for the cottages to be built)」と言い、
その小屋を這う植物（苔など）や陰を作る木々の
様子などを絵画的なイメージで語り、最後は「わ
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れわれの中に子供たちが生まれていい頃だ！これ
から第一号の子供が生まれるのだ！」と熱弁を
振るっている。(BR, 90-91) こうした態度から、カ
ヴァーデイル自身が自分の家族を持つことを夢見
ていることは間違いない。実際、他の人なら「妻
や子供たちと幸せになるために」家庭 (home) を
持つことを考える土地で、犯罪者用の施設を作ろ
うと考えているホリングスワースを「正気を失っ
ている」と酷評している。(BR, 41) 「転機」の章は、
カヴァーデイルとホリングスワースが決別する重
要な章であるが、その根本には 2人の夢の隔たり
があり、それぞれの家庭のための共同体、そして
自分だけの家庭を夢見るカヴァーデイルが、犯罪
者更生施設の共同建設を夢見るホリングスワース
と決定的に対立したことが分かる。最終章の中年
となったカヴァーデイルは「独身であり、独身を
やめようという確たる目的もなく」と語っている
が、少なくともブライズデイルに参加した頃の彼
は、結婚と家族と家を望んでいたといえるのであ
る。(BR, 168) 
2 人の重要な女性登場人物、ゼノビアやプリシ
ラへのカヴァーデイルの視線をたどると、それが
求愛者や求婚者のものに近いことも読み取れる。
当初、カヴァーデイルの目に映る 2人の姿は、魅
力あふれる大人の女性と不可解な少女という形で
対比されている。先述したように、到着したカ
ヴァーデイルらを居間で歓迎し、食堂に案内する
ゼノビアは、カヴァーデイルの目には客を完璧
にもてなす家庭の女主人のイメージである。(BR, 
12, 17) また、歓待された後でゼノビアの容姿をま
じまじと眺めるカヴァーデイルは、「成熟の最盛
期を迎えようとしている」「憧れるような姿の女
性 (admirable ﬁgure of a woman)」であり、「きわだっ
て美しいといえる」特徴を有し、その「咲き誇り、
健康で、活力に満ちた様子 (bloom, health, vigor)」
から、男性なら恋に落ちるのも当然だろうとまで
賞賛している。(BR, 13) そして、ネッカチーフと
ガウンの間からゼノビアの白い肩が見えて幸運だ
と思ったり、『創世記』のイヴの装いの「美しい、
完璧に成熟した (developed)」ゼノビアの姿を想像
したりしており、何人かの批評家がすでに指摘し
ているように、カヴァーデイルの視線はゼノビア
をエロチックな対象に変容している。(BR, 13-14; 
Jooma, 323; Miller, 5-6; Colacuricio, 13-15) ゼノビ
アは創造主によって作られたばかりのイヴ――創
造主が「見よ、これこそ女だ！」と述べたイヴ―
―を思わせる雰囲気を漂わせていて、それは「女
性の肉体 (feminine system) から精製された」もの
に感じられると言う。(BR, 14-15) こうした、共同
体建設の同志ではなく「女性」のみを見いだそう
とする傾向は少なくともカヴァーデイルが病気で
寝込む第 6章まで続く。この章でカヴァーデイル
は彼女の女権思想はただ過激なものとしてごく短
く言及するのみで、“a magniﬁcent woman,” “this 
remarkable woman,” “the freshest and rosiest woman”
と何度も言葉を変えつつ「女性」としてのゼノビ
アを称賛し、その「女性性 (womanliness) が具現
化した」頬や腕や胸をじっと観察している自分に
ためらいを覚え、挙げ句の果てにはゼノビアは秘
かに結婚しているのではないかという勝手な想像
にとらえられ勝手に裏切られたような気分に陥っ
ている。(BR, 32-35) その姿は読者には滑稽にうつ
るドンキホーテ的なものである。さらに、カヴァー
デイル本人は明示的に語っていないが、ゼノビア
を巡っての嫉妬が読み取れる場面もあり、たとえ
ば、ホリングスワースの到着を待ち望むゼノビア
がホリングスワースを称賛すると、カヴァーデイ
ルは自分の短い相槌だけを読者に明らかにし、そ
の時の自分の内面は語らない。しかし、その直後、
（犯罪者更正を目指す）ホリングスワースを共同
体につなぎ止めておくには参加者みなが 1つは犯
罪を行なわなければならないとホリングスワース
への皮肉を言って、ゼノビアに妙な目で見られて
いることから、カヴァーデイルの嫉妬は明らかで
あろう。(BR, 18) こうした嫉妬は、「ゼノビアは
しばしば私をあざ笑うのに、ホリングスワースに
は絶対にそうしない」というその後の彼の言葉
にも表れている。(BR, 49) ホリングスワースはカ
ヴァーデイルにとって危険なライバルとなってい
るのである。
求婚の対象となりうるゼノビアと対照的に、カ
ヴァーデイルの目にうつるプリシラの姿は、不可
解で弱々しく不健康なものである。ブライズデ
イルにやって来たプリシラは「痩せた肉感のな
い (unsubstantial) 少女」であり、顔は病気かと思
うほどに青白く、「あまりに少ない光の中で花を
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咲かそうと必死になってきた一本の灌木 (ﬂower-
shrub)」のように見える。(BR, 21) これほど「憂鬱
で悲しそうな」人物はめったにいないとカヴァー
デイルは感じ、ホリングスワースが更正させるた
めに「罪を犯した病人」を連れて来たのではない
かとさえ思う。(BR, 21) その後、プリシラの健康
が回復し共同体にも適応してきて、この少女に「人
間の血が血管に流れている」徴候がいくらか見ら
れるようになっても、プリシラはなお「不可思議
な少女 (strange maiden)」であり、若い女の子らし
く「5月の朝のそよ風」のように軽快な気分で走っ
たかと思うと、急に生気を無くして、当初の病的
なイメージを思い起こさせる。(BR, 36-37, 43-44) 
このように、プリシラはとらえどころのない現実
感に欠けた少女、何らかの理由で自然な成長を阻
まれ、なお健康に至っていない未熟な女性として
思い描かれていることがわかる。その肉感性の無
さや不健康さはゼノビアの姿と対照的であり、（二
流）詩人であるカヴァーデイルは両者を植物にた
とえているが、光の欠けた所で育ったようなプリ
シラとは反対に、ゼノビアは「完璧に成熟したバ
ラ (perfectly developed rose)」と形容される。(BR, 
35) ゼノビアが健康的で魅力的な存在で、かつ「適
齢期」のイメージで見られている一方で、プリシ
ラは眼中から外されているのである。
しかし、カヴァーデイルの中でこうした二人の
立場が徐々に逆転していく。そして興味深いこと
に、それに伴ってカヴァーデイルの言説が『独身
者の夢想』の語り手の言説に接近していく。病気
で寝込んだ頃から、カヴァーデイルにゼノビアの
欠点が少しずつ見え始める。まず、手製のオート
ミール粥からゼノビアが料理下手であることが分
かる（それも、わざわざ2度も言及している）。(BR, 
32, 35) またベットの横での彼女のおしゃべりは
病人の脈拍を「不必要に」高めるものとなる。(BR, 
32) こうした特徴は、看護が不得意であることを
示し、ゼノビアが家庭の主婦に向かないことを暗
示している。また、先に述べた自分とホリングス
ワースとで態度が異なること、ホリングスワース
に直接「強く気高い性質の持ち主」など賛美の言
葉を言うことからゼノビアの心酔ぶりを確信する
こと、2人が恋人関係であるという共同体の噂が
あり、2人で散歩をして一緒に住む場所を探して
いるようにみえること（夫婦となり家庭を持つイ
メージ）などから、カヴァーデイルがゼノビアを
諦めていったことが容易に推測できる。(BR, 49-
50, 58) 
それと関連してプリシラの魅力が徐々にカ
ヴァーデイルにとって大きくなっている。先述し
たように、この語り手がプリシラを愛していたと
いうのは嘘だと解釈する批評が支配的であるが、
2人の女性の位置は第 9章「ホリングスワース、
ゼノビア、プリシラ」で決定的に逆転しはじめて
いる。すっかり健康が回復したプリシラの様子を、
カヴァーデイルは以下のように描写している。
プリシラはすでにとても美しい少女に成長
していたが、いま芽を出し花を咲かせつづ
けて (budding and blossoming) いて、毎日の
ように何か新しい魅力を身につけているよ
うであった。・・・まるで、私たちはまさに
目の前で自然 (Nature) が 1人の女性 (woman)
を作りつつあるのを目にしており、女性の
肉体と魂の神秘への畏敬の念をなお一層強
くするように思われた。昨日はプリシラの
頬は青白かった。しかし今日では花を咲か
せている (bloom) のだ。(BR, 52-53)
この部分には、先のゼノビアと同様、イヴが創造
されていくイメージを読み取ることができる。今
度はプリシラが、大人の女性に成長していく過程
で「女性」の象徴と見なされはじめている。そし
てゼノビアにも使われた、花の咲き誇るイメージ
(bloom) がプリシラに使われ、健康と成熟の魅力
が暗示されているのである。こうした少女から大
人への成長に注目する傾向は『独身者の夢想』の
語り手にも見いだせる。第四の夢想で主人公の
ポールは将来結婚するキャロラインと再会した時
のことを「彼女と別れてから 5年が経っていた、
もう絶対会えないと思っていた。キャロラインは
かつてか弱い少女 (frail girl) であった。今はまさ
に大人の女性へと成熟しつつある (rounding into 
womanhood)」と述べている。(RB, 570) そして、ポー
ルはこの直後キャロラインに求愛の手紙を書く覚
悟をするのである。このように、カヴァーデイル
がプリシラに引きつけられる時期（大人への移行
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期）は、『独身者の夢想』のポールがキャロライ
ンへの求愛を決意する機会と呼応しているのであ
る。
また、以前はゼノビアを巡ってホリングスワー
スに嫉妬していたが、今度はプリシラにカヴァー
デイルの関心が移る。カヴァーデイルの見方では、
ホリングスワースは慈善事業という 1つの目的に
傾倒したため感情や良心を失い、すべてを食い尽
くす「自己中心主義 (all-devouring egotism)」に陥っ
た人物である。(BR, 51) そして、自分に眉をひそ
めた時のホリングスワースの陰気な顔を思い浮か
べると、民衆が竜 (dragon) に少女を差し出すとい
う大昔の神話を思い出し、プリシラがホリングス
ワースに近寄ることはその少女の立場と同じよう
なものだ、もし自分に何か責務があるとすれば、
そのような人物からプリシラを救うことだと誇大
なことを言い出す。(BR, 56) ホリングスワースは
ゴシック小説的な怪物に変容され、いわゆる悪役
(villain) となり、カヴァーデイル自身はその男か
らヒロインを救う騎士 (knight) として自己イメー
ジしているのである。また、ホリングスワースが
自身へのプリシラの共感や尊敬につけ込んで、彼
女を慈善事業に利用するのではないかと思い、そ
の様子を、プリシラの心を「バラの蕾み (rosebud)」
のように手で掴み、芳香を嗅ぐためにその蕾みを
押しつぶしてしまうのではないかと不安になって
いる。(BR, 57) かつてゼノビアが成熟したバラに
たとえられていたが、今度はプリシラがバラ（の
蕾み）と見なされるようになったことが分かる。
その一方で、ゼノビアに対しては「生まれ持った
強さと世間での経験があるため、彼女は私の助け
を何ら必要としていないように思われた」と言い
出し、「彼女の欠点にも関わらず（欠点について
は私が知っていた多数のものに加えて、もっと沢
山あったにちがいない）、ゼノビアにはいくらか
の気高い特質があった」と表向きは褒めながら
も欠点を強調する皮肉な態度を見せている。(BR, 
57) ここにきてゼノビアはカヴァーデイルの眼中
から外れ出し、代わりにプリシラが求愛の対象に
なりはじめ、彼女が思慕しているホリングスワー
スを邪悪な（恋）敵に仕立て上げるようになった
のである。
その後、ブライズデイルを一時離れたカヴァー
デイルが、都市でゼノビアやプリシラと再会する
第 19 章「ゼノビアの客間」で、2 人の立場は完
全に逆転する。都市の上品な下宿屋の、豪華な客
間でゼノビアと会ったカヴァーデイルは彼女が豹
変したように感じる。ブライズデイルでは質素な
服装で暖かく迎えてくれたゼノビアが、高価な衣
服と宝石を身に着け冷淡な態度になっており、そ
の戸惑いをカヴァーデイルが述べても意に介する
様子はない。つまり、農場での家庭の主婦のイメー
ジが、豪華な装飾品で身を飾る都会の高慢な淑女
のイメージに取って代わっている。この「華やか
なゼノビア (gorgeous Zenobia)」に対してカヴァー
デイルは「今日まで、・・・私がその時見たのが
本当の (true) ゼノビアの姿だったのか、それとも
ブライズデイルで見せた様子が本当の (true) ゼノ
ビアだったのか、よく分からないのだ」と述懐し
ており、語っている現時点でも当惑している様子
が伺える。(BR, 114) ただ、その時の自分は「意
地悪い目で、その女の本性 (true character) を見た
ような気がした。気分に左右され、ぜいたくを好
み、純真さ (simplicity) に欠け、さほど洗練され
てはおらず、純粋で (pure) 完璧な趣味を持つこと
ができない女なのだ、と思った」と告白している。
(BR, 114) そして、その下宿屋でもブライズデイ
ルでも、ゼノビアには「優れた女優 (actress) が発
する、人を幻惑させるような雰囲気があった」と
結論づけている。(BR, 114) 当時のカヴァーデイ
ルにも下宿屋のゼノビアが演技をしているように
見えたらしく、彼女が「演じている (acting) よう
に思われる役割 (part)」からゼノビアを引き離し、
本心など「何か確かなもの (something true)」を垣
間みたくなり、故意にホリングスワースの悪口
を言ってみさえする。（この試みは成功しゼノビ
アは感情的になる）。(BR, 114) この「女優」のイ
メージは重要である。なぜなら、それはゼノビア
を、『独身者の夢想』の第二の夢想に登場する「浮
気者」と結びつけるからである。『独身者の夢想』
の語り手によれば、浮気者にとって「本心 (true 
feelings)」とは田舎っぽい下品なものでしかなく、
彼女はそれに我慢できない。(RB, 498) 浮気者は
本心を外に漏らしたりしたら自分を責め、自らの
作為が成功すれば自分の才覚を評価し、自分が身
につけた作法 (schooling) を鼻にかけている。(RB, 
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499) 浮気者は結婚したら「流行に身を売り」、「農
民の服装をしたかと思うと、高額なペチコートを
身につける女優 (actress)」になる、都市の浮気者
の「すれた心 (used heart)」（暖炉の使い切った石
炭にたとえられている）にはまったく価値がな
いと語り手は断ずる。(RB, 500) そして、田舎か
ら都市に出てきて、「外見だけの演技 (face-play)」
にほとんど無知だったためペギーという浮気者に
騙されたネッドをいう男性のことを思い出し、そ
れでも最後は「善良で、家庭的で、愛情に満ちた妻」
を持つことができたという逸話を紹介し、浮気者
と正反対のタイプの女性と結婚すべきだという教
訓にする。(RB, 499-500) ゼノビアが『独身者の夢
想』の浮気者に正確に合致するわけではない。し
かし、都市という場面設定と、その演技性におい
て、そうした結婚すべきでない stock character に
接近していることは確かである。
ゼノビアと対照的に、プリシラの魅力はますま
す強調されている。ゼノビアに呼ばれ居間から出
て来たプリシラの美しさにカヴァーデイルは目を
奪われる。プリシラは「真っ白な (pure white) 装
いで、その白さは紗のような薄地の織物によって
引き立てられ」ていた。(BR, 117) カヴァーデイ
ルは語っている現時点で、その姿を記憶の中で再
現し、「影のような髪の上のかすかな煌めき、私
の目を恥ずかしそうに見つめる黒い目」を思い出
し、薄地の織物が「かすみのようにプリシラの周
りを漂っているようにみえる」と現在形で語って
いる。(BR, 117) 当時のカヴァーデイル自身は感
嘆し、プリシラの魅力は「今の瞬間まではっきり
目に見える形で現れることはなかった。今のプリ
シラは花のようにきれいだ！」とゼノビアに述べ
ている。(BR, 117) プリシラはもはや花の蕾みで
はなく、花そのもの、満開を迎えたことを示して
いる。そして、記憶の再現の場面は、中年となっ
たカヴァーデイルがいまだにその時のプリシラの
姿に魅了されていること、さらに、彼にとってそ
の装いの白さは、プリシラ自身の無垢さや純粋さ
を象徴するものになっていることを暗示してい
る。その純粋なイメージは、ゼノビアの演技性と
好対照をなし、また『独身者の夢想』で浮気者（石
炭の炎）と対照されている、無煙炭の「純粋で
(pure) 安定した炎」、「純粋で安定した」心もしく
は「純粋で愛情に満ちた心」の持ち主のイメージ
に接近するのである。(RB, 502, 507)
プリシラにはさらに、『独身者の夢想』の理想
的な妻のイメージと重なる特徴がある。第 14 章
「エリオットの説教壇」で、ゼノビアは男性が女
性に平等な権利を与えないできたことを告発する
が、プリシラは懐疑的である。やはり懐疑的であ
るホリングスワースにゼノビアが、女性を軽蔑し
ているのかと尋ねると、ホリングスワースはそれ
を否定し、女性が「本来の場所にいて、本来の性
格をもっていれば」「神の創造物の中でもっとも
称賛すべき存在」であると反論する。(BR, 86) そ
の「本来の場所」とは「男性の側」であり、「本
来の性格」とは「共感する者 (Sympathizer)」であり、
「信仰を持つ者」であり、男性が自信を失ったと
き哀れみによってそれを回復させる者であり、そ
れは神に是認される役割である。(BR, 86) もし何
人かの「怪物」的な女性たちが主張しているよう
な社会的な地位を女性が得ようとすれば、腕づく
ででも彼らを「適切な領域 (bounds)」に引き戻す
よう男性たちに呼びかける、しかし「真の女性
性 (true womanhood) を持つ人 (heart) はそれ自身
の領域 (sphere) がどこであるか知っており、そこ
からさまよい出ることはない」ので、その必要も
ないだろうと述べる。(BR, 86) 明らかに当時の家
庭主義のイデオロギーに基づいた、このホリグス
ワースの説教に、プリシラは何も言わず、ただ完
全な「黙従」と「確信」の眼差しを向ける。(BR, 
86) ホリングスワースの口から出た所感を「心の
奥深くにまで刻み込み、心から満足してそれを反
芻している」ようにカヴァーデイルには見える。
(BR, 86) さらに、ゼノビアの死後、数年経って、
カヴァーデイルがホリングスワースとプリシラの
住まいを訪れたとき、心身とも脆弱になったホリ
ングスワースの側にいて、「保護者 (guardian)」で
あるかのように彼を見守りながら、幸福感を含ん
だ顔には「深い、従順な (submissive)、疑うこと
のない尊敬の念」をたたえている。(BR, 165) カ
ヴァーデイルはホリングスワースを、プリシラと
いう「1つの誠実な心 (true heart) が、完全に心酔
してくれる」という恵みを受けた人物だと述べて
いる。(BR, 165) プリシラがイデオロギー的な「真
の女性性」の考えを信じていること、また、その
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考えに合った理想的な妻になっていることは、『独
身者の夢想』の語り手が第二の夢想で描いた理想
的な妻のイメージと重なっている。宗教性こそ付
与されていないものの、プリシラは『独身者の夢
想』の提示する「献身的で、柔和で、自己犠牲的な」
人物、「愛情」が原則である「領域 (sphere)」に居て、
共感に満ちた「安定した、純粋な」心の持ち主に
なっているのである 3。(RB, 503-504, 507) 
当初はゼノビアに、その後はプリシラに魅せら
れているカヴァーデイルであったが、実際に求愛
も求婚もすることはない。それよりも、ホリング
スワース、ゼノビア、プリシラの三角関係を舞台
上の芝居のように見物する姿勢へと変わってい
く。プリシラに惹かれ始め、ホリングスワースを
メロドラマ的な「悪役」に、自分を「騎士」に
見立てた第 9 章の頃はまだ、自分の「私的な劇
場 (private theatre) 」での 3 人の「情念の劇 (play 
of passions)」を見届けるよりも、プリシラを「悪
役」から救うことまで本当にしていただろうとカ
ヴァーデイルは述懐している。(BR, 50, 52) しか
し、ホリングスワースの男女観にプリシラが心酔
し、ゼノビアが黙認する第 14 章になると、ホリ
ングスワースと競うことは諦め、興味本位で３人
の関係を眺め、プリシラの嫉妬心をかき立てるた
めに故意にホリングスワースとゼノビアの仲の良
さを強調したりする。(BR, 88-89) また、ゼノビア
やプリシラと都市で再会する第 20 章では、プリ
シラの美しさに魅惑されるカヴァーデイルにゼノ
ビアが、社会的地位の違いなど関係ないブライズ
デイルなら、プリシラに恋することはなかったの
かと聞かれ、カヴァーデイルは社会的地位の違い
以外に、プリシラに恋をすることが愚かなことに
なる「別の理由」があると答えているが、プリシ
ラが自分ではなくホリングスワースを愛してい
るのだという諦念があると考えられる。(BR, 117) 
同じ章で、カヴァーデイルは「騎士」よろしく、
ゼノビアとウェスタベルトからプリシラを救おう
とするが失敗もしている。(BR, 118-119) その後の
カヴァーデイルはただ、3人の「情念の劇」を見
届けるだけとなり、最終的にゼノビアが失恋する
場面（第 25 章）、ゼノビアの埋葬でのホリングス
ワースとプリシラ、そして数年後の 2 人の様子
（第 28 章）を語り、ゼノビアを犠牲にしたホリン
グスワースを例に慈善事業への傾倒の危険性を述
べ、三角関係の物語を終える。すなわち、舞台の
狂言回しの役割に徹し、物語全体を慈善事業家批
判としてまとめるのである。
しかしながら、その後にあえて、自分の内面に
関わる第 29 章「マイルス・カヴァーデイルの告
白」を付け加えていることは興味深い。そこでカ
ヴァーデイルは読者にずっと隠して来た一つの秘
密があると言い出し、その秘密とはプリシラを
愛していたことだと唐突に告白する。この告白
は「愛していた」という過去形で語られるが、ブ
ライズデイルを去った後のカヴァーデイルを推測
するうえで重要な示唆に富む。現在のカヴァーデ
イルは中年の独身男性になっている。告白をする
前に、ブライズデイルを去って以降の人生を振り
返り、最後に明らかにする秘密はおそらく、自分
が「男性としての全盛期を怠惰に過ごしてきたこ
と、独身であること、人生を回顧してみると不満
が残ること、将来に対してはものうげな眼差しを
向けていること」と何か関係があるだろうと述
べている。(BR, 168) この含みのある言葉は、カ
ヴァーデイルがブライズデイルを去った後も「怠
惰」に独身を続けてきたのはプリシラへの思いと
関係があったこと、そして、過去の人生に不満が
残るのはプリシラに求愛できなかった、あるいは
彼女と結婚できなかったという後悔があったこと
を仄めかしていると考えられる。芝居の見物客の
ようなポースを取っていた間もプリシラを思い続
け、ブライズデイルを去った後のホリングスワー
スが幸福になっているのかどうか見届けたかった
などと言いながら、おそらく理想的な妻になって
いるプリシラをあらためて確認し、プリシラを妻
に出来なかったという後悔と、ホリングスワース
への強い羨望と嫉妬に、この物語を語っている時
点まで苛まれているのではないだろうか。それゆ
えに、下宿屋でプリシラが登場する場面で、現在
のカヴァーデイルがそのときのプリシラの姿を鮮
明に、かつ幻惑的に再現することができるのであ
る。
カヴァーデイルの物語は、実際に求愛すること
も、求婚することも、そして結婚することもでき
なかった男性のものである。しかし、最後の告白
はこの物語が『独身者の夢想』と同じく、同時代
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の独身者文学の伝統と結びつくものであることを
示している。最終章を読むと、カヴァーデイルは
一見、独身という状況に満足しているように見え
る。カヴァーデイルはブライズデイルを去った後
の人生は「まずまず」であったと言い、今も独身
であり、それをやめようというはっきりした意
図 (purpose) もないと言う。そして「裕福である
し、自分以外に心配しなければいけない人もおら
ず、まったく気楽に生活している」と述べる。(BR, 
167-168) だが、ホリングスワースの言った通り、
自分には目的 (purpose) が欠けており、そのこと
が「自分自身の人生をまったく空虚なものにして
しまった」のではないかと思うことがあると吐露
している。(BR, 168) そして「私にとって人生は
いくぶん特にこれといった目的もないような状況
になってしまった」ことを認めざるをえないと述
べる。(BR, 168) こうした懸念を示す言葉は、先
に挙げた過去を振り返って不満が残るとか、将来
に物憂げな眼差しを向けているとかいった言葉と
ともに、カヴァーデイルが決して独身を続けてい
る人生に満足しているわけでなく、むしろそうし
た人生が正しかったのかという疑念を持ち続けて
いることを示している。こうした疑念は、『独身
者の夢想』の第三の夢想の第二話「一片の紙で」
で主人公がすでに家庭を持っていたネリーと再会
し、独身の寂しさに自分も家族を持っていれば良
かったと後悔する場面と呼応している。(RB, 520) 
この主人公ほど直接的ではないが、カヴァーデイ
ルも独身が正しいのか疑い、むしろ結婚（家庭を
持つこと）の正当性をほのめかしているのである。
最後のプリシラへの愛の告白も、彼女と結婚でき
なかった後悔を暗示している点で、こうした姿勢
と結びついている 4。
それとともに、カヴァーデイルがゼノビアでは
なくプリシラを選んだことは、『独身者の夢想』
との深い共通性を示している。なぜなら、ゼノビ
アは『独身者の夢想』の語り手が結婚すべきでな
いとする「浮気者」のイメージと重なり、プリシ
ラは結婚すべき「純粋で愛情に満ちた心の持ち主」
のそれと重なっているからである。カヴァーデイ
ルの物語は『独身者の夢想』と異なり、求婚や結
婚生活について夢想するものではない。しかしな
がら最終的に、家庭を持てなかった男性の寂寥感
を暗示している点、および家庭主義の理想に基づ
く配偶者像を肯定している点から、当時のイデオ
ロギー的な独身者文学の一翼を担っているといえ
るのである。
これまで見たように、語り手カヴァーデイルと
ゼノビア、プリシラを巡る、果たせなかった求愛
の部分において、つまり物語の主要な部分におい
て、『ブライズデイル・ロマンス』は家庭主義の
イデオロギーを補強するものとなっている。しか
し、テクスト全体を見てみると、このイデオロギー
に必ずしも合致しない部分、すなわち結婚や家庭
の正当性を揺るがす要素も瞥見できる。その要素
とは階級の存在である。そしてこれこそ、『ブラ
イズデイル・ロマンス』を『独身者の夢想』から
引き離すものであり、当時の独身者文学の伝統か
らも逸脱させるものである。『独身者の夢想』で
も階級差がまったく描かれないわけではない。し
かし、それはたとえば、語り手と、語り手の所有
する農場の家の借家人家族との関係として、テ
クスト内にごくわずかに言及されるにすぎない。
(RB, 477) 語り手を取り巻く人々は全般的に、比
較的裕福な語り手と同じような社会的地位の持ち
主たちである。しかし、『ブライズデイル・ロマ
ンス』では、人々の間の階級差や、階級間の変動
が明確に描かれている。しかも、これらが結婚や
家庭を脅かすものになっているのである。
19 世紀前半の米国を分析した名著『アメリカ
のデモクラシー』(1840) の中で、フランスの社会
学者トクヴィルは、「合衆国ほど個人の財産が不
安定な国は世界にない。同じ男が一生の間に富裕
から貧困に至るあらゆる段階を上り下りすること
が稀ではない」と指摘し、この「変転」に適応し
ているように見える「アメリカの妻たち」に感嘆
している。（トクヴィル、77-78）こうした財産の
有無、階級間の激しい変転を体現している存在
が『ブライズデイル・ロマンス』では脇役として
登場する。カヴァーデイルが「ムーディー氏 (Mr. 
Moody)」と呼ぶ、フォーントルロイ (Fauntleroy)
である。フォーントルロイの物語は第 22 章でエ
ピソード風に紹介される。富裕な階級であった
が、所有していた金（きん）を使い果たし、破産
を避けるために罪を犯してしまい、逃亡の末、貧
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民街の住民へ転落していく男性の物語である。こ
のフォーントルロイの属する階級や、階級間の変
転は、いくつかの点で家庭（主義）を脅かすも
のである。まず第一に、富裕な階級にいた頃の
フォーントルロイは美しい妻（最初の妻）を自分
の装飾品の 1つとして扱い、妻への愛情 (affection)
は「浅薄 (superﬁcial)」なものであり、生まれた
美しい娘への愛情も「宝石」へのそれと同等のも
のにすぎない。(BR, 125) つまり、中産階級的な
家庭主義のロマンティック・ラブや家族愛とは反
する「危険」な、富裕な階級の習慣が示されてい
る。次に、フォーントルロイの財産喪失と犯罪、
逃亡は、家庭崩壊をもたらす。妻は亡くなり、娘
は母の死と父の不名誉によって孤児よりもひどい
境遇に陥る。(BR, 126) 娘（ゼノビア）はフォー
ントルロイの独身の兄弟に引き取られ、裕福なう
ちに様々な教養も身に付けられるが、母親不在の
ために、「母親の保護 (a mother’s care)」を得るこ
とができなかった。(BR, 130) 母親の導きがなかっ
たため、彼女の性格はそれ自身で形成されなけれ
ばならず、「熱情的で我儘で、横柄な」性格になっ
たという。(BR, 130) この描写には、ゼノビアに
は母親の愛情や指導が欠けていたため、「家庭的」
でない（女性らしくない）性格に成長したという
含みが読み取れる。それは、母親の優しさから「愛
情 (affection) の能力」を受け継ぐことができたプ
リシラとは対照的である。(BR, 128) そして、こ
うしたゼノビアの性格を生み出したのは、父親の
不在であり母親の死であり、その原因である財産
の喪失なのである。
最後に、フォーントルロイの変転は、ゼノビア
とプリシラという異母姉妹を分断するものであ
る。2人はフォーントルロイの属した2つの階級、
富裕な階級と無産階級をそれぞれ体現している。
同一の父を持つ姉妹でありながら、育った階級の
違いによって性格や考え方がまったく異なること
になり、ゼノビアは初めて会ったプリシラを妹と
知らず都市に住んでいたお針子（労働者階級）と
軽蔑し、貧民街で育ったプリシラは人を避け臆病
な性格になるが、父から聞いた裕福な美しい姉を
極度に理想化するようになる。(BR, 25, 128) 姉妹
でありながら、ホリングスワースをめぐって争う
という皮肉な展開も迎える。さらに、2人のその
後の運命はフォーントルロイの財産によって左右
される。亡くなった兄弟（ゼノビアの育ての親）
の財産を法的に受け継いだフォーントルロイは、
最初ゼノビアへ遺産相続するつもりであったが、
おそらく妹プリシラへのゼノビアの冷淡な態度を
見て、プリシラに相続人を変更することになる。
そして、財産の相続によって 2人の経済的な立場
は逆転する。以前はブライズデイルへの金銭的な
援助を約束していたほどのゼノビアがその富を失
う。また、犯罪者更生施設の建設をもくろむホリ
ングスワースを援助することも不可能になる。こ
れによって恋人ホリングスワースをも失うことに
なる。もちろん、3 人が決裂する第 25 章でホリ
ングスワース自身ゼノビアに「プリシラを愛して
いる」とはっきりと言明しており、財産の有無が
ホリングスワースのパートナーの選択にどれだけ
の影響を与えたかは定かではないが、財産がプリ
シラへ移行してからホリングスワースがこの言葉
を述べたことを考えると、少なくともある程度は
関係していたといえるだろう。(BR, 149) つまり、
財産の有無が、結婚相手選びにも影響し、家庭主
義の説くロマンティックラブに基づいた結婚とい
う理想を骨抜きにしているのである。
カヴァーデイルに目を向けてみると、彼も富裕
な資産家として、強い階級意識を持っているこ
とが分かる。もともとは鍛冶屋でありながら慈
善事業家に転身したホリングスワースに対して、
雪まみれになったコートで彼が登場したときに、
慈善事業家であるばかりでなく「シロクマ (polar 
bear)」のように見えたと言い、その礼儀作法に
ついても「まずまずの教育を受けたクマ (bear)」
と同程度だと評している。(BR, 20, 22) このクマ
という比喩の使用は、職人階級への嘲りを示して
いる。プリシラが貧しい身なりをして衰弱して現
れた際も、「招かれざる客」として受け入れをた
めらい、彼女を受け入れざるを得なくなった自分
たちの「災難」に対し、皮肉な笑いを禁じ得な
かったことを「自分の心の中の冷たい部分」だと
吐露し、受け入れた後でプリシラを興味本位で詩
にしようとしていることをゼノビアに見透かされ
る。(BR, 21, 23, 25) 後に都市でゼノビアに、外部
の社会と異なり階級差が恋愛の障害とならないは
ずのブライズデイルで、プリシラを恋するように
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ならなかったのかと尋ねられた時、カヴァーデイ
ルは階級差以外に彼女に恋をしなかった別の理由
があると答えているが、この言葉からもプリシラ
との階級差を前提としていることは明白である。
(BR, 117) また、都市で人目を避けながら小物を
売って歩く、貧しいムーディー氏に対しても、ホ
リングスワースとの会話で、この老人を無害な
「ネズミ (rat)」のようだと嘲り、売っている小物
（財布）のことを興味本位に尋ねるが、それはプ
リシラが作ったものだと知っているだろう、なぜ
そんな無駄な質問でムーディー氏を悩ますのだと
ホリングスワースに叱責される。(BR, 60-61) この
ムーディー氏に関しては、そもそも物語の最初で
カヴァーデイルは会っており、プリシラをブライ
ズデイルへ連れて行くという願いを受けるはずで
あった。しかし、ムーディー氏はカヴァーデイル
をやめ、ホリングスワースに頼むことにし、その
結果、ホリングスワースがずっとプリシラの信頼
を集める保護者になる。ムーディー氏に「やっ
かいなお願い (a very great favor) があるのですが」
と切り出されたカヴァーデイルは、この「やっか
いなお願い」という言葉に驚くが、カヴァーデイ
ルの口調は「何か助けになろうという気配がほと
んどない」もので、カヴァーデイルはさほど「面
倒なことに巻き込まれない」範囲での親切ならこ
の老人にしてもいいという気分であり、「時間が
あまりない」と言ってムーディー氏との会話を
さっさと済ませようとする。(BR, 7) ムーディー
氏は考えを変えて別の人にお願いすることにする
と言い出すのだが、おそらくカヴァーデイルの冷
たい反応を見て諦めたと考えられる。ここには、
なるべく他人のことに巻き込まれたくないという
カヴァーデイルの利己的な性格が表れていると同
時に、下層の階級のムーディー氏への不信や疑い
も読み取ることができる。すでに見たように、物
語の最後でカヴァーデイルはプリシラと結婚でき
なかった後悔を仄めかしているが、ムーディー氏
への軽蔑によって自らチャンスを逃していたので
ある。代わりにそのチャンスを手にしたのが、ムー
ディー氏やプリシラにより親切なホリングスワー
スであった。このように、プリシラへの果たせな
かった求愛・求婚は、カヴァーデイル自身の階級
意識が大きく関わっているのである。
興味深いことに、カヴァーデイルに関わる階級
性はジェンダーとも密接につながっている。カ
ヴァーデイルが一時ブライズデイルを離れて都市
に戻ってきたとき、ブライズデイルに行く前の自
分の生活の「めめしさ (effeminacy)」を思い出し
たと述べていることは重要である。(BR, 101) そ
の後で夏だというのにホテルの暖炉に火を入れて
もらうように依頼したことに言及しているが、こ
うした有閑階級の安楽な生活を軟弱なもの、「男
らしく」ないものと見なしていることが分かる。
このような「男らしさ」への言及はブライズデイ
ルに居たときにも見られる。ホリングスワースと
石垣を直しながらブライズデイルの将来を語る場
面で、カヴァーデイルは一世紀後くらいに集会場
ができ自分たちの肖像画が飾られるようになるだ
ろうと言い、その肖像画では自分は腕まくりを
して「たくましい筋肉 (muscular development)」を
見せていることだろうと述べる。(BR, 90) そして
自分たちの力強さ (strength) が語り種になり、叙
事詩に登場する英雄的な人物になるだろうと夢を
語っている。(BR, 90) この肖像画での自己イメー
ジは、カヴァーデイルの思い描く理想的な自己イ
メージを暗示しており、それは勤労によって得た
たくましい身体という「男らしさ」だと解釈でき
る。先にカヴァーデイルがブライズデイルに来た
のは求婚のため（パートナー探しのため）と指摘
したが、その目的と関連して、「男らしく」なる
ためにこの共同体に来たという解釈が成り立つ。
歴史学者のアンソニー・ロタンドは 19 世紀前半
のアメリカについて、中産階級を中心として、仕
事を持つということ、仕事を行なうということ
が「男らしさ」の証しになっていったと指摘して
いる。（Rotundo, 168）女性の役割は家庭を守り子
供の世話をすることに、男性の役割はそれを可能
とするために家庭の外で金銭を獲得することにな
り、金を稼がない男性は「男性以下」の存在に
なったという。（Rotundo, 168-169） こうした文脈
では、資産家で働く必要がなく、ただ椅子に座っ
て好きなシェリー酒を楽しんだり、読書や芝居行
きを楽しんだり、ヨーロッパ旅行をしたりしてい
るだけのカヴァーデイルは、まったく「男らしく」
ない。さらに、詩人という、当時は「女性的」な
職業領域に属し、しかも、その領域でも大成する
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ことはなく、詩作はすでに断念したと最終章で述
べている。(BR, 168) つまり、職業作家としても
挫折をし、仕事もなく金銭を獲得することもない、
「男性以下」の存在になっているのである。こう
したカヴァーデイルが、求婚のため、また家庭を
持つために「男らしく」なろうと、「男らしくな
い」有閑階級の生活を捨て、ブライズデイルに参
加したことは容易に想像できる。しかし結局、ハ
ンサムな外見という「男性的な美貌」を武器にし
てショー・ビジネスの世界で金を稼ぐウェスタベ
ルトや (BR, 65)、慈善事業家として成功しようと
し、かつプリシラへは male protector となれる（つ
まりカヴァーデイルと反対に「騎士」になれる）
ホリングスワースとは異なり、カヴァーデイルが
「男らしく」なることはない。肉体労働をしてい
たブライズデイルを去り、その後も仕事に就くこ
ともなく、安楽な有閑階級の生活に戻るだけであ
る。カヴァーデイルの果たせなかった求婚物語は、
「男らしくない」資産家の生活から逃れようとす
るも挫折した物語としても読めるのである。
階級という視点からみると、『ブライズデイル・
ロマンス』では結婚と階級が密接に関わっている
ことが分かる。最終的に、もともと職人階級のホ
リングスワースと労働者階級のプリシラが結婚す
ることが出来る。一方、富裕な階級に属していた
ゼノビアは失恋のすえ自殺し、同じく富裕なカ
ヴァーデイルも（プリシラに）失恋し、「目的も
ない」独身生活を続ける。言い換えれば、当時の
家庭主義のイデオロギーに基づく「男らしさ」「女
らしさ」をもつホリングスワースとプリシラが、
家庭を持つことに成功し、「女らしさ」を領有で
きなかったゼノビアと「男らしさ」を領有できな
かったカヴァーデイルが家庭を持つことができな
かったということである。こうした物語の展開は、
プリシラを失ったことを後悔するカヴァーデイル
の姿と同様、やはり『独身者の夢想』のような独
身者文学のイデオロギー機能を強化していると解
釈することができる。しかし、これまで階級の扱
われ方に注目してみてきたように、『ブライズデ
イル・ロマンス』では、財産の不安定さや社会的
地位の変動という、結婚や家庭を脅かすものが暗
示されている。また、かつてのフォーントルロイ
やカヴァーデイルのように、中産階級的なイデオ
ロギーを領有していない階級の存在も暗示されて
いる 5。この意味で、ホーソーンのテクストは、
同時代の独身者文学とは違い、より鋭く当時の社
会状況を洞察し、「結婚」や「家庭」の作られた
理想像にアンビヴァレントな立場を提示している
といえるのである。
『ブライズデイル・ロマンス』は『独身者の夢想』
と同じく、結婚や求愛を重要なテーマにしている。
『独身者の夢想』が理想的な配偶者像や家庭像に
ついて感傷的に夢見るものであるのに対し、『ブ
ライズデイル・ロマンス』は感傷性はそれほど見
られないものの、主人公（カヴァーデイル）が秘
かに家庭を持つことを夢見ており、2人の女性を
求愛の対象として評定し、最終的に『独身者の夢
想』の理想的配偶者像と重なるプリシラを選択す
る（ただし、実際に求愛することは不可能であっ
た）。最後までカヴァーデイルは独身であり続け
ながらも、家庭を持たなかったことに後悔や疑い
を払拭できないでいる。こうしたカヴァーデイル
の姿は、『ブライズデイル・ロマンス』が『独身
者の夢想』と同じく、同時代のイデオロギー的な
独身者文学の流れに沿ったものであることを示し
ている。しかし、『ブライズデイル・ロマンス』は、
家庭主義のイデオロギーへの脅威となる階級の力
を描いている点で、その流れから逸脱する側面も
持っている。フォーントルロイの階級間の変転が
家族に及した影響力、そして中産階級以上の富裕
な登場人物たちが中産階級的な恋愛、家族愛、性
別役割観を領有していない状況は、イデオロギー
の説く「結婚」像や「家庭」像がなお脆弱なもの
であることを示している。それは、そうした結婚
像を体現しているはずのホリングスワースとプリ
シラの夫婦が完全に幸せとはなっていない結末に
も暗示されている。ホリングスワースはゼノビア
の自殺をもたらした「犯罪者」となってしまい、
心身ともに衰弱しきった、「男らしさ」を失った
状態にある。この夫婦の様子は『独身者の夢想』
第四の夢想の、末息子を失ったものの天国で再会
することを夢見ているポールとキャロラインの幸
福な夫婦像とは隔絶している。それは『独身者の
夢想』に見られる感傷性を含んでおらず、むしろ
結婚や家庭へ恐怖や不安を感じさせるゴシック的
夢想と現実
76
なものとなっている。ホーソーンのテクストは独
身者文学という当時のジャンルの中で特異な位置
を占めている。そのジャンルのイデオロギーに従
うような全体の流れ（カヴァーデイルによる家庭
への夢想）を持ちながら、自らその流れに矛盾す
るような亀裂（その夢想の脆弱性の示唆）を生み
出している。この点で、独身者文学というジャン
ルの正当性そのものを揺るがすテクストであり、
その土台にある、家庭主義による「結婚」や「家
庭」の意味付けになお論争の余地があることを示
しているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1
  Hawthorne, 6. 以下、『ブライズデイル・ロマンス』から
の引用はこの版により、作品名を BR と略し、頁数を
括弧で示す。
2
  Mitchell, 493, 502, 507. 以下、『独身者の夢想』からの引
用はこの版により、作品名を RB と略し、頁数を括弧
で示す。
3
  実際、当時のある書評子も、プリシラのことを「女性
的愛情 (feminine affection) がもっとも純粋な形で具体化
した存在」と評し、彼女に理想的な女性性を見いだし
ている。Idol & Jones, 203.
4
  マイケル・コラカーシオは、最後までカヴァーデイル
が独身であることから、ブライズデイルでの擬似的な
家庭経験は、独身状態をやめ家庭を持つように彼を促
すことはなかったと主張している。しかし、最終章で
カヴァーデイルが独身状態に疑いや葛藤を抱えている
ことから、それは疑わしい。少なくともブライズデイ
ルで知り合ったプリシラをめぐって、ホリングスワー
スに彼女を「奪われる」ことになり、家庭を持てなかっ
たことへの後悔が読み取れるからである。Colacurcio, 
27.
5
  中産階級的家庭モデルが「標準化」していく当時のア
メリカ社会を反映するテクストとして『ブライズデ
イル・ロマンス』を解釈するリチャード・ブロッド
ヘッドは、カヴァーデイルの生活に見られる privacy
や spectatorship をそうしたモデルの具体化と見なして
いる。しかし、まったく労働をする必要がなく、ただ
劇場通いや旅行や豪華な食事を享受している資産家カ
ヴァーデイルを中産階級的趣味の体現者と見なすこと
には無理がある。カヴァーデイルは中産階級より上の、
より富裕な有閑階級を体現している。Brodhead, 49, 60-
65.
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Abstract
This paper aims to explore how The Blithedale Romance (1852) follows an established tradition of bachelor 
literature that developed in the early 19th century. It will compare The Blithedale Romance with a best-selling novel 
Reveries of a Bachelor (1850). This novel cherished the tradition and presented a single male dreaming of marriage 
within the framework of sentimentalism and domesticity. This paper will contend that The Blithedale, like Reveries, 
fits into the tradition of bachelor literature to a certain extent because Miles Coverdale, the cynic narrator of the 
novel, betrays his dream of having a domestic wife in the Blithedale community. It will also argue that Hawthorne’s 
novel defies the literary tradition by suggesting the vulnerability of domestic ideology which produced the popular 
genre.
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